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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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令和₇年12月11日（木）午後1時45分から、レイボックホール（さいたま市民会館おおみや）大ホールにおい
て「令和₇年度集合狂犬病予防注射実施者講習会」を開催しました。
この講習会は、埼玉県獣医師会が市町村との契約に基づき実施している集合狂犬病予防注射事業を的確に
実施するために開催するもので、「集合狂犬病予防注射実施要領」及び「同細部要領」に定められている教育研
修に位置付けられています。
今回は、集合狂犬病予防注射実施予定者含めた約300名の方々に参加していただきました。
講演終了後、埼玉県警察本部の動物虐待事案調査に関する協力獣医師への委嘱状を中村滋会長が協力者を
代表者の開業部会各支部長に交付しました。

開　会
森田良狂犬病予防委員会副委員長の司会により進行され、大橋邦啓副会長の開会のあと、中村滋会長の挨
拶に続き、来賓の髙橋三男名誉会長が挨拶をしました。

令和₇年度集合狂犬病予防注射実施者講習会を開催

大ホール入口の看板

来賓挨拶をする髙橋三男名誉会長

主催者挨拶をする中村滋会長

髙橋三男名誉会長
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講　演
今回の講演は「狂犬病を取り巻く内外の現況（附：獣医関係者のSFTS発症動物対策について）」と題して、大分
大学グローカル感染症研究センター長の西園晃先生にお願いしました。

注意事項
講演に続き、青山利雄狂犬病予防委員長が注意事項として以下について説明しました。
₁�　注射会場でアナフィラキシーが起こった場合には、令和元年度の集合狂犬病予防注射実施者講習会にお
いてTRVA夜間救急動物医療センターの中村篤史先生が紹介された「アナフィラキシーかと思ったら―蘇生
のために₃ステップ―」に基づいた処置が直ちにできるように事前準備をしておくこと。
₂�　集合注射会場で発行していた猶予証明書に代えて、新たに作成した集合狂犬病予防接種延期通知書を使
用すること。

動物虐待事案調査に関する協力獣医師委嘱状交付式
₂月₅日（木）に予定されている埼玉県警察本部との「動物虐待事案調査に関する協定」の締結式を控え、埼玉

県警察本部生活安全部生活経済課から森田雅也課長、唐仁原哲也指導・情報分析補佐にお越しいただき、中村
会長と森田課長の挨拶に続き、中村会長が協力獣医師158名（さいたま市支部33名、南支部38名、西支部13名、
北支部22名、東支部52名）を代表して開業部会各支部長に委嘱状を交付しました。

講師
　西園晃先生

注意事項
青山利雄狂犬病予防委員長

講演の様子

大ホール1階で間隔を空けた配席で開催
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前列左から　森田雅也埼玉県警察本部生活経済課長、中村滋会長、唐仁原哲也指導・情報分析補佐
後列左から　大橋邦啓副会長、山口達也北支部長、大澤健さいたま市支部長、堅木道夫西支部長、
　　　　　　青山利雄東支部長、藤井忠之南支部長、宗像俊太郎副会長

閉　会
宗像俊太郎副会長が閉会の辞を述べ、午後₄時に閉会となりました。
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第₂回狂犬病予防委員会
令和₇年12 月11日（木）午前11時から、さいたま市のレイボックホール集会室₃において開催し、次の事
項を審議した。
₁　協議事項
⑴　令和₇年度集合狂犬病予防注射実施者講習会の開催について
　　実施者講習会の受付け及び進行手順について協議し、決定した。
⑵　令和₈年度埼玉県獣医師会集合狂犬病予防注射実施スケジュール（案）について
　　集合狂犬病予防注射実施スケジュールについて協議し、決定した。
⑶　その他
　　なし

会務報告
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埼玉県獣医師会学術講習会（東支部担当）のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小２（１）　小２（４）　小３（７））

� 東支部長　青山　利雄
学術委員会委員長　山口　達也

東支部学術委員　笠次　良宣

　この度、米国獣医内科学専門医、どうぶつの総合病院の福島建次郎先生をお招きし、慢性下痢をテーマに
開催いたします。診断から治療まで、そして基礎からアップデートまでをお話しいただきます。
　この機会に再度ご自身　の知識を整理し、身に付けていただければと思います。
　今回は対面形式にて開催いたします。 

日　時：令和₈年₂月15日（日）
　　　　　受　付　14：00〜
　　　　　講　義　14：30〜17：00（多少時間が前後する場合があります）
　　　　　懇親会　17：30〜19：00（会費制：福島先生を囲んで）

場　所：越谷サンシティ
　　　　サンシティホール　₄F　桐の間
　　　　越谷市南越谷1-2876-1

演　題：慢性下痢への診断・治療アプローチ
　　　　　基礎とアップデート 2026

講　師：どうぶつの総合病院　
　　　　獣医師、博士（獣医学）、
　　　　米国獣医内科学専門医（小動物内科）、
　　　　放射線取り扱い主任者資格
　　　　　福島　建次郎　先生

参加費：埼玉県獣医師会会員　無料
　　　　会員外　5,000円

予　　告

ライザップ

南口

北口

セブンイレブン

ファミリーマートローソン

イオン

越谷サンシティ

JR 南越谷駅
JR武蔵野線

新
越
谷
駅

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
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埼玉県獣医師会学術講習会（北支部担当）のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小２（１）　小２（４）　小３（13））

� 北支部長／学術委員会委員長　山口　達也
北支部学術委員　殿村　祐紀

　この度Vet Craft代表の江角真梨子先生に講習をお願いしました。
　日々の診療における悩ましい猫の皮膚疾患についてお話をしていただきます。以下に江角先生より頂戴し
たコメントを掲載いたします。 
　猫は「小さな犬ではない」としばしば表現されるように、猫には解剖学・生理学・行動パターンのいずれ
においても猫特有の特徴が存在し、犬の知識を単純に当てはめることはできません。猫の皮膚疾患も同様で
あり、犬の皮膚科の延長線上で考えると、診断や治療において行き詰まることが少なくありません。特に猫
では、「かゆみ」の表現が曖昧であること、さらに治療に関するエビデンスが犬ほど豊富ではないことが診
療を難しくしています。本セミナーでは、猫の皮膚疾患についての診断アプローチおよび治療戦略につい
て、改めて整理していくとともに、臨床現場においては、「アポキルは使用してよいのか」「食事療法はど
のように組み立てるか」「スキンケアは実施すべきか」「アレルギー検査はどの程度活用できるか」などの
よくある疑問についても掘り下げていきたいと思います。「犬の知識の単なる転用」ではなく、「猫に最適
化された皮膚診療」を切り口として明日からもう迷わない！猫の皮膚疾患について解説していきたいと思い
ます。

日　　時：令和₈年₂月17日（火） 20：00～22：30
 
演　　題：もう悩まない猫の皮膚疾患！実際、臨床現場でどうなの？
　　　　　－猫には猫の皮膚疾患のアプローチ－ 

講　　師：Vet Craft代表、東京農工大学博士課程、日本獣医皮膚科学会認定医 
　　　　　江角真梨子　先生

視聴方法：Zoom形式

申込方法：下記URLより事前登録をお願いいたします。（₂/₈（日）締切）
　　　　　https://forms.gle/CNa3ZkkpQUbnEhKG7
  

そ の 他：申し込みされた方にはメールにて講習会のIDとパスを送付します。
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ひ ろ ば

埼玉県獣医師会学術講習会（南支部担当）報告

南支部⻑　藤井　忠之
                 学術委員会委員⻑　山口　達也

                         南支部学術委員　溝口　俊太

令和₈年₁月11日（日）、南支部担当としてTRVA動物医療センター・院長の塗木貴臣先生にお願いして、
対面での講習会を実施しました。
「救急エコーの基本/倒れる高齢犬の鑑別」と題して、救急現場において用いられている救急エコー・
POCUSの考え方や活用方法について講演していただきました。また倒れる高齢犬の鑑別診断では、意識障
害を起こす救急疾患について、豊富な症例の動画や写真を混えて、臨床現場での救急医の判断や対応、そし
て各疾患に対する医学的な知見など踏まえてお話していただきました。

<受講者内訳>

出席者 南支部 さいたま市支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

38名 27名 0名 0名 0名 6名 3名 2名
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おしらせ

米国における犬猫用ペットフードの自主回収について

　この度、米国において、サルモネラ等に汚染されている可能性のある犬猫用ペットフードの自主回収が行
われていることについて、農林水産省がペットフード関係団体に発出した文書につきまして、日本獣医師会
から情報提供がありました。
　当該製品は日本国内で流通している可能性は低いものの、個人輸入者や個人輸入代理店による輸入ルート
が不明なため情報提供されたものです。
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
4 月
5 月
6 月

7 月 1 日（火）

さいたま市支部
「ワンヘルスの視点からの狂犬病」
大分大学グローカル感染症研究センター　
　西園　晃　先生

（さいたま市　ソニックシティ）

8 月 3 日（日）

西支部
「猫のコロナウイルス感染症の診断から治
療まで」
　北里大学　高野友美　先生

（川越市　ウェスタ川越）

8 月 3 日（日）
東支部

「はじめての椎間板ヘルニア」
　とがさき動物病院　灰井康佑　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

8 月14日（木）
南支部

「犬・猫の呼吸器疾患における吸入療法」
　日本獣医生命科学大学　藤原亜紀　先生

【Zoomにて開催】
9 月 7 日（日） 令和 7 年度　関東・東京合同地区獣医師大会（山梨）獣医学術関東・東京合同地区学会

（中巨摩郡昭和町　アピオタワー館）

１0月17日

北支部
「黒毛和種の繁殖生理をふまえ
た繁殖管理」
酪農学園大学獣医学群 獣医学
類生産動物内科　准教授　三浦
　亮太朗　先生

（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）
１１月
１2月

令和 8 年
1 月11日（日）

南支部 
「救急エコーの基本／倒れる高齢犬の鑑別」 
TRVA動物医療センター　院長　塗木　貴臣
先生 

（さいたま市　埼玉会館）

1 月16日（金）
農林支部
令和 7 年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（さいたま市　埼玉教育会館）

1 月18日（日）

さいたま市支部 
「一次診療でよく遭遇する急性胃腸炎、膀
胱炎への対応」 
どうぶつの総合病院　専門医療＆救急セン
ター　内科主任　佐藤　雅彦　先生 

（さいたま市　With You さいたま）

2 月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₂月１５日（日）

東支部
「慢性下痢への診断・治療アプローチ
基礎とアップデート２０２６」
　どうぶつの総合病院　福島　建次郎　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

₂月１７日（火）

北支部
「もう悩まない猫の皮膚疾病！実際、臨床
現場でどうなの？」
―猫には猫の皮膚疾病のアプローチ―」
Vet Craft代表／東京農工大学博士課程／日
本獣医皮膚科学会認定医
　江角　真梨子　先生

【Zoomにて開催】
3 月

4 月21日（火）
　～24日（金）

令和₇年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（東京都　東京国際フォーラム）

令和 7年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和₈年₁月２０日現在）
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ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/
ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）

事　務　局　メ　モ

令和₈年

₁月11日 埼玉県獣医師会学術講習会　南支部担当
（さいたま市　埼玉会館）

₁月11日 南支部新年会（さいたま市　ホテルグ
ローバルビュー浦和）

₁月16日 埼玉県家畜保健衛生業績発表会（さいた
ま市　埼玉教育会館）

₁月18日 埼玉県獣医師会学術講習会　さいたま市
支部担当（さいたま市ホテルブリランテ
武蔵野）

₁月18日 さいたま市支部新年会（さいたま市　ホ
テルブリランテ武蔵野）

₁月18日 西支部学術講習会・新年会（川越プリン
スホテル）

₁月21日 知事と農林水産団体長との懇談会（さい
たま市　知事公館）

₁月25日 東支部新年会（越谷市　越谷サンシティ）

₂月₁日 北支部学術講習会・新年会（深谷市　埼
玉グランドホテル深谷）

₂月15日 第₁回関東・東京合同地区理事会（山梨
県笛吹市　石和温泉慶山）

₄月21日
～24日

第41回世界獣医師大会（東京都千代田区
　東京国際フォーラム）

₄月21日
～24日

令和₇年度日本獣医師会獣医学術学会年
次大会（東京都千代田区　東京国際フォー
ラム）

₆月₃日 埼玉県獣医師会第78回通常総会（さいた
ま市　ホテルブリランテ武蔵野）

₉月₆日 関東・東京合同地区獣医師大会・三学会
（横浜市　パシフィコ横浜ノース）
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飼い主の皆さまへ向けて

動画はこちら

明治アニマルヘルスは
狂犬病の予防啓発に取り組んでいます。

リーフレット
「狂犬病について考えてみよう」

アニメーション「狂犬病ワクチンを注射しましょう」　

※本剤は獣医師等の処方箋・指示により使用すべき要指示医薬品です。ご使用の際は製品の添付文書をよくお読みください。
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編　集　後　記
明けましておめでとうございます。

謹んで新春のお慶びを申し上げます。

昨年末は御用納めが終わり休みに入った後に、

飼育羽数24万羽の県内養鶏農場で高病原性鳥イ

ンフルエンザが発生し、30日午前10時から防疫

措置開始、年が明けて₁月₅日18時に防疫措置

が完了。₁月13日に搬出制限解除、₁月16日に

移動制限解除となりました。

防疫措置には2000名が携わったと聞いており

ます。限られた時間の中で迅速な防疫措置が実

施されたことは、家畜衛生に携わる公務員獣医

師の先生方を中心とした、防疫演習や過去の防

疫措置の経験と共にある、常日頃の鍛錬の賜物

であります。

平時であれば、₉連休であった年末年始の休

みを返上し、防疫措置に携わってくださった県

農林部、畜産安全課、家畜保健衛生所の先生は

じめ関係者の皆様には大変頭が下がる思いで、

心から深く感謝いたします。

さらに食の安全・安心にとどまらず、正に国

民の命と財産を守る仕事を実践されておられる

ことに敬意を表する次第です。

防疫措置が終了して間もなく、令和₈年₁月

１６日に埼玉教育会館において令和₇年度埼玉県

家畜保健衛生業績発表会が開催されました。

第₁部から第₃部まで全14題の発表があり、

家畜衛生業務に携わる公務員獣医師の業務推進

効率化のアイディア、病性鑑定などで知りえた

知見、農場指導の効果、先端技術の開発など、

ワンヘルスの核心ともいえる家畜衛生の向上に

資する内容の発表を興味深く拝聴させていただ

きました。

審査講評の結果、₃題が表彰され地区ブロッ

クへ選出されました。また、獣医師会長賞とし

て別に₃題を選考し本会中村滋会長から賞状が

授与されました。

発表者の先生方の今後益々のご活躍が期待さ

れます。

今年は新年早々衆議院議員選挙が行われます

が、日本の将来が問われる大切な選挙です。ぜ

ひ投票に行きましょう

� （燕雀）



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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